
防火・防災啓発事業の一環として、管内の各小学校へ出向き１・２年生約１

２００人を対象に地震体験を実施しました。毎年、煙体験と両方を実施してい

ましたが、コロナウイルス感染拡大している中で、煙体験の内部が密になると

判断したため今回は断念しました。 

 防災啓発事業は、幼少年期の防災意識を高めると共に、災害発生時の行動対

応を指導し、人的被害の軽減を目的とします。子供たちも先生はじめ職員の指

導を素直に聞き、防災意識を高めてくれたと思います。 


